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 要約筆記は，講演や講義の内容を聞

き取りづらい聴覚障害者を対象とし

て，専門の要約筆記者がその内容を聞

き取り，文字を用いて伝達する手法で

ある．主に手話でのコミュニケーショ

ンを取りにくい中途失聴，難聴者に対

する情報補償手段として，現在でも幅

広く利用されている．PCを用いて文章

を入力するパソコン要約筆記の中で

も，講演等の会場の前方に設置したス

クリーンを用いた全体投影（図 1）

は，多数の聴衆が存在する場面で用いられ，聴覚障害者の社会参加において重要な

役割を果たしていると考えられている．その一方で，聴覚情報を文字化したものが

十分に内容を伝えられているという根拠を実証的に示した研究は少ない． 

 そこで，パソコン要約筆記は聴覚障害者に必要な聴覚情報をどの程度補えている

のか，また，講演会場で要約筆記

全体投影を通じて情報を入手する

ことに何らかの利点があるのか，

といった点について明らかにする

ことにより，パソコン要約筆記全

体投影の有用性を確かめること

が，本研究の目的である． 

そのために，健聴者を対象に，

音声を伴う要約筆記つき講演動画

を視聴してもらう群と，聴覚障害

を疑似した音声無しの要約筆記つ

き講演動画を視てもらう群の２群

図 1 パソコン要約筆記全体投影のイメージ 

図 2 実験の様子 
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を設け，実験を行った（図 2）．それぞれの群に対し，要約筆記つき講演動画の視聴

後に，講演内容の理解と記憶に関するテストを行い，結果を比較した．加えて，音

声無しの要約筆記つき講演動画を視た場合と，講演動画を視ず単に要約テキストを

黙読した場合との間でも比較を行った． 

その結果，音声が無い場合であって

も，音声がある場合と同等とは言えな

いまでも，要約筆記に無いが講演で述

べられている内容とそうでない内容と

をある程度判別できることがわかった

（図 3）．また，音声の無い群では，

要約筆記内容を黙読する場合に比べ，

要約筆記つき講演動画を視た方が，講

演内容をより幅広く捉える傾向がみら

れ(図 4)，数字や単語といった短い情

報に関する記憶が正確であった（図

5）．さらに，音声ありの場合と音声無

しの場合の間で講演内容の全体的把握

に差はみられなかった（図 6）． 

これより，音声の無い状況であって

も，要約筆記の存在が，音声のある状

況に近い性質の講演内容の理解をもた

らすことが示唆される．また，音声が

図 3 講演音声と要約筆記それぞれの言及の有

無を条件とした設問の回答率における，音声の

有無での比較 

図 6 講演内容のテーマを問う設問における，講演

動画視聴と黙読，および音声の有無での比較 

図 4 講演音声と要約筆記それぞれでの言及

の有無を条件とした設問の回答率における，

講演動画視聴と黙読での比較 

図 5 講演内で述べられた数字や短い単語の再生率

における，講演動画視聴と黙読および音声の有無

での比較 
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無くても，要約筆記つき講演を視ることにより，要約筆記内容の範囲を越えた講演

内容の理解が可能となり，かつ講演で得た情報の記憶も良いと言える．以上より，

音声を聴取できなくても，要約筆記全体投影のある講演等の場に赴くことは，聴覚

障害者の情報取得に有効であると考えられる．昨今の状況を鑑みて，仮に容易に外

出できない状況下にあっても，自宅で要約筆記付き動画の配信などを視聴すること

で，単に文章を読む以上のものが得られる可能性がある．パソコン要約筆記の活用

は，超高齢社会を迎えた我が国において，聴覚障害者をはじめとするハンディキャ

ップを持つ人々の，一層の社会参加を後押しすることにつながると考えられる． 


